
全
国
各
地
で
、
新
人
加
入
1
0

0
％
に
む
け
て
多
彩
な
取
り
組
み

が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

4
月
19
日
現
在
で
、
全
国
で
2

6
0
0
人
を
超
え
る
新
入
職
員
が

新
た
に
医
労
連
の
仲
間
と
な
っ
て

い
ま
す
。
（
各
組
織
ニ
ュ
ー
ス
よ

り
抽
出
）

今
年
の
新
入
職
員
は
、
社
会
人

1
年
目
の
不
安
に
加
え
、
コ
ロ
ナ

の
不
安
も
抱
え
て
入
職
し
て
き
ま

す
。
そ
ん
な
新
入
職
員
に
、
先
輩

や
仲
間
か
ら
の
声
か
け
や
メ
ッ
セ

ー
ジ
は
、
な
に
よ
り
重
要
で
す
。

新
歓
に
取
り
組
ん
だ
こ
と
の
な
い

組
織
も
、
今
日
か
ら
取
り
組
め
ば

加
入
に
つ
な
が
り
ま
す
。
ま
ず
は

計
画
か
ら
始
め
ま
し
ょ
う
！
ま

た
、
一
度
の
取
り
組
み
で
は
加
入

に
結
び
付
か
な
か
っ
た
組
織
も
、

共
済
グ
ッ
ズ
や
、
県
医
労
連
・
青

年
部
等
の
支
援
も
活
用
し
な
が

ら
、
第
2
弾
、
第
3
弾
の
企
画
を

し
ま
し
ょ
う
。
新
歓
成
功
の
ポ
イ

ン
ト
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

短短
時時
間間
でで
キキ
メメ
ルル

長
い
説
明
は
禁
物
で
す
。
職
場

オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
中
で
の

組
合
の
持
ち
時
間
が
短
縮
さ
れ
た

と
い
う
声
が
届
い
て
い
ま
す
。
一

方
で
そ
れ
を
逆
利
用
し
、
「
5
分

間
説
明
会
」
「
ゲ
リ
ラ
説
明
会
」

「
立
ち
話
説
明
会
」
な
ど
、
短
時

間
に
こ
だ
わ
り
、
ポ
イ
ン
ト
を
絞

っ
て
の
説
明
で
組
合
加
入
に
結
び

つ
い
て
い
ま
す
。

共共
済済
アア
ンン

ケケ
ーー
トト
のの

活活
用用

今
年
の
最
強

ア
イ
テ
ム
は

「
共
済
ア
ン
ケ

ー
ト
」
で
す
。

4
問
回
答
し
て

も
ら
い
、
申
請

す
る
と
後
日
単

組
・
支
部
に
Ｑ

Ｕ
Ｏ
カ
ー
ド
が

共
済
事
業
局
か

ら
届
き
ま
す
。
ア
ン
ケ
ー
ト
用
紙

に
は
職
場
の
記
入
欄
も
あ
る
の

で
、
Ｑ
Ｕ
Ｏ
カ
ー
ド
を
職
場
に
届

け
る
と
、
さ
ら
に
対
話
も
広
が
り

ま
す
。
今
年
の
新
人
さ
ん
だ
け
で

な
く
、
昨
年
4
月
以
降
の
入
職
者

も
対
象
で
す
。

5
月
い
っ
ぱ
い
の
取
り
組
み
と

な
り
ま
す
の
で
、
第
2
弾
、
第
3

弾
企
画
の
ア
イ
テ
ム
と
し
て
、
大

い
に
活
用
し
ま
し
ょ
う
。

３３
つつ
のの「「
近近
いい
」」人人
のの
活活
用用

「
年
齢
が
近
い
・
職
場
が
近
い

・
職
種
が
近
い
」
の
3
つ
の
「
近

い
」
に
該
当
す
る
人
か
ら
の
声
か

け
は
、
心
強
く
説
得
力
が
あ
り
ま

す
。
「
困
っ
て
な
い
？
」
「
一
緒

に
職
場
環
境
を
良
く
し
よ
う
」「
組

合
は
あ
な
た
を
守
る
よ
」
の
声
か

け
が
大
切
で
す
。
他
に
も
各
組
織

で
は
、
「
白
衣
の
裾
上
げ
お
助
け

会
」
「
お
か
し
配
布
」
「
Ｓ
Ｎ
Ｓ
」

な
ど
、
コ
ロ
ナ
禍
の
マ
イ
ナ
ス
を

工
夫
で
挽
回
し
、
加
入
に
結
び
付

け
て
い
ま
す
。教
訓
を
ヒ
ン
ト
に
、

引
き
続
き
新
人
1
0
0
％
加
入
を

呼
び
か
け
ま
し
ょ
う
。

「
核
兵
器
禁
止
条
約
の
発
効
を

力
に
、
核
兵
器
の
な
い
世
界
へ
、

禁
止
条
約
に
参
加
す
る
日
本
を
実

現
し
よ
う
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、

広
島
・
長
崎
を
め
ざ
す
2
0
2
1

年
国
民
平
和
大
行
進
。

「
歩
く
」
こ
と
に
こ
だ
わ
っ
て

横
断
幕
を
つ
な
い
で
き
た
平
和
行

進
の
意
義
と
教
訓
は
い
か
し
つ

つ
、
今
年
は
、
「
歩
か
な
い
」
平

和
行
進
も
併
用
し
ま
す
。
2
0
2

0
年
の
全
国
の
経
験
を
い
か
し
な

が
ら
、
ス
タ
ン
デ
ィ
ン
グ
や
、
Ｓ

Ｎ
Ｓ
な
ど
、
工
夫
を
し
て
参
加
可

能
な
取
り
組
み
に
、
「
こ
な
つ
ピ

ー
ス
フ
ラ
ッ
グ
」
を
携
え
、
「
核

兵
器
禁
止
条
約
に
批
准
を
」
の
声

を
届
け
、世
論
に
広
げ
ま
し
ょ
う
。

〈１１コースと行進期間〉
①５/５～７/２７北海道（礼文島）～青森～
岩手～宮城～福島～茨城～千葉～東京
②５/５～７/２７北海道（根室）～青森～秋
田～山形～福島～栃木～埼玉～東京
③６/３～７/２７秋田～山形～新潟～長野～
群馬～埼玉～東京
④６/２５～７/２７長野～山梨～東京
⑤６/３～８/４富山～石川～福井～京都～
兵庫～鳥取～島根～広島
⑥５/６～８/４東京～神奈川～静岡～愛知
～岐阜～滋賀～京都～奈良～大阪～兵庫
～岡山～広島
⑦５/７～８/４和歌山～三重～奈良～大阪
→以降は、コース⑥へ合流
⑧５/９～８/６徳島～香川～広島
⑨７/５～８/６広島～山口～福岡～佐賀～
長崎
⑩６/２２～８/６宮崎～大分～福岡
→以降は、コース⑨へ合流
⑪６/１３～８/６沖縄～奄美～鹿児島～
熊本～福岡～佐賀～長崎

※数字は、医労連が独自につけたコース番号
です

写真と合わせて、行進の日時・場所・
組合名と参加人数、行進の様子や感想を
メモにし、本部に送ってください。

〈送り先〉
日本医労連本部

mail：n-ask@irouren.or.jp
Fax：０３-３８７５-６２７０

今
年
4
月
7
日

は
、1
回
目
の「
緊

急
事
態
宣
言
」
が

発
出
さ
れ
て
か
ら

1
年
目
の
日
で
し

た
。
現
状
は
野
球

に
例
え
る
と
、「
3

回
の
表
、
コ
ロ
ナ
攻
撃
中
」
で
、

依
然
と
し
て
収
束
は
見
通
せ
な
い

状
況
で
す
。
医
療
・
介
護
従
事
者

の
行
動
制
限
も
1
年
あ
ま
り
に
及

び
ま
す
▼
1
都
3
県
に
発
出
さ
れ

て
い
た
2
回
目
の
「
緊
急
事
態
宣

言
」
は
、
3
月
21
日
に
解
除
さ
れ

ま
し
た
が
、
解
除
後
も
行
政
の
コ

ロ
ナ
対
応
に
抜
本
的
な
改
善
が
な

け
れ
ば
元
の
木
阿
弥
で
す
。
遅
か

れ
早
か
れ
「
第
4
波
」
に
突
入
し

ま
す
▼
な
ど
と
言
っ
て
い
た
ら
、

科
学
を
無
視
し
、
新
型
感
染
症
へ

の
感
染
す
ら
自
己
責
任
に
す
る
菅

政
権
の
コ
ロ
ナ
対
応
に
大
規
模
検

査
や
十
分
な
補
償
、
医
療
機
関
へ

の
減
収
補
て
ん
な
ど
は
な
く
、
感

染
拡
大
は
早
く
も
第
4
波
に
突
入

し
て
し
ま
い
ま
し
た
▼
し
か
し
、

対
策
の
中
心
は
相
変
わ
ら
ず
、
イ

ベ
ン
ト
自
粛
や
飲
食
店
に
時
短
営

業
を
求
め
る
措
置
に
と
ど
ま
っ
て

い
ま
す
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
高
齢

者
の
多
く
が
コ
ロ
ナ
の
危
険
に
さ

ら
さ
れ
て
い
る
さ
な
か
に
、
受
診

控
え
に
追
い
打
ち
を
か
け
る
「
高

齢
者
医
療
費
2
倍
化
法
案
」
や
、

医
療
機
関
に
対
し
て
、
コ
ロ
ナ
受

け
入
れ
病
床
の
確
保
を
求
め
な
が

ら
、
「
病
床
削
減
推
進
法
案
」
の

今
国
会
で
の
審
議
入
り
を
強
行
す

る
あ
り
さ
ま
で
す
▼
菅
政
権
が
発

足
し
て
半
年
。
コ
ロ
ナ
対
応
の
無

為
無
策
な
ど
、
菅
政
権
に
は
政
権

を
担
当
す
る
能
力
が
欠
如
し
て
い

る
こ
と
が
半
年
間
の
事
実
を
通
じ

て
明
ら
か
と
な
り
ま
し
た
。
来
た

る
べ
き
総
選
挙
で
政
治
の
転
換
が

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

新歓支援する東京医労連の仲間
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新人１００％加入新人１００％加入

２０２１年 国民平和大行進

取り組めば成果に

お寄せください

徳島・鳴門病院労組（上段・下段左）、国共病組東海支部（下段右）

共済アンケート

購読の申しこみは
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日
本
医
労
連
は
5
月
20
日
、
全

労
連
、
国
民
春
闘
共
闘
、
中
央
社

保
協
、
医
団
連
、
医
療
三
単
産
と

と
も
に
、
安
全
・
安
心
の
医
療
・

介
護
の
実
現
と
国
民
の
い
の
ち
と

健
康
を
守
る
た
め
、「
5
・
20『
い
の

ち
署
名
』採
択
め
ざ
す
中
央
行
動
」

を
開
催
し
ま
す
。
こ
の
日
は
、「
い

の
ち
署
名
」の
国
会
採
択
を
め
ざ

し
て
、
こ
れ
ま
で
の
要
請
行
動
で

紹
介
・
賛
同
い
た
だ
い
た
衆
・
参

両
院
の
国
会
議
員
に
署
名
を
手
渡

し
ま
す
。
集
会
の
様
子
は
、
Ｙ
ｏ

ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
で
配
信
予
定
で
す
。

集
め
た
署
名
は

ど
の
よ
う
に
扱
わ
れ
る
の
か

4
月
19
日
時
点
の
「
い
の
ち
署

名
」
の
集
約
数
は
26
万
2
4
8
5

筆
、
自
治
体
意
見
書
は
1
8
5
自

治
体
か
ら
あ
が
っ
て
い
ま
す
。（
一

部
採
択
含
む
）

紹
介
・
賛
同
議
員
は
1
2
5
人

と
な
り
、
3
月
の
中
央
行
動
で
紹

介
議
員
に
お
渡
し
し
た
署
名
は
、

紹
介
議
員
を
通
じ
て
国
会
に
随
時

提
出
さ
れ
て
い
ま
す
。
国
会
に
提

出
さ
れ
た
「
い
の
ち
署
名
」
は
、

厚
労
委
員
会
で
採
択
か
否
か
を
審

議
し
、
委
員
会
で
採
択
さ
れ
る
と

本
会
議
に
諮
ら
れ
る
流
れ
に
な
っ

て
い
ま
す
。
委
員
会
で
採
択
を
さ

せ
、
本
議
会
で
決
議
さ
せ
る
た
め

に
は
、
よ
り
多
く
の
署
名
数
を
集

め
、
紹
介
議
員
を
増
や
す
必
要
が

あ
り
ま
す
。

各
地
の
取
り
組
み
紹
介

岩
手
医
労
連
で
は
、
地
域
労
連

と
と
も
に
県
内
全
域
で
「
い
の
ち

署
名
」
の
ポ
ス
ト
イ
ン
行
動
に
取

り
組
み
ま
し
た
。
無
料
の
返
信
用

封
筒
を
つ
け
た
と
こ
ろ
、
現
時
点

で
1
0
0
0
筆
を
超
え
る
署
名
が

届
い
て
い
る
と
嬉
し
い
報
告
も
寄

せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

新
潟
民
医
労
で
は
、
こ
れ
ま
で

に
6
9
9
4
筆
の
署
名
を
集
約
。

1
人
15
筆
達
成
者
に
Ｑ
Ｕ
Ｏ
カ
ー

ド
プ
レ
ゼ
ン
ト
企
画
を
初
め
て
行

い
、
1
5
1
人
が
達
成
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
0
支
部
・
0
部
署
の

な
い
取
り
組
み
も
成
功
し
た
と
報

告
が
届
い
て
い
ま
す
。

署
名
の
も
つ
力
を
確
信
に

も
う
ひ
と
ま
わ
り
大
き
な
取
り
組
み
を

こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
で
は
、

採
択
に
至
ら
な
い
場
合
で
も
、
署

名
が
数
多
く
提
出
さ
れ
、
紹
介
議

員
が
増
え
、
国
会
審
議
で
の
関
連

質
問
が
多
く
さ
れ
た
こ
と
で
、
政

府
が
請
願
内
容
に
つ
い
て
、
対
策

を
と
る
と
い
う
状
況
を
作
り
出
し

て
き
た
経
験
も
あ
り
ま
す
。

各
地
の
取
り
組
み
も
参
考
に
し

な
が
ら
、
さ
ら
な
る
署
名
数
増
を

め
ざ
し
て
取
り
組
み
を
す
す
め
ま

し
ょ
う
。

新
型
コ
ロ
ナ
の
感
染
拡
大
が
1
年
以

上
続
く
現
在
も
、
収
束
が
見
通
せ
ず
、

医
療
現
場
の
ひ
っ
迫
し
た
状
況
が
続
い

て
い
ま
す
。
医
療
・
介
護
現
場
で
は
、

慢
性
的
な
人
員
不
足
の
な
か
、
新
た
な

感
染
症
対
策
と
い
う
困
難
な
問
題
に
も

直
面
し
、
医
師
・
看
護
師
・
介
護
職
員

な
ど
の
大
幅
増
員
が
喫
緊
の
課
題
で
あ

る
と
い
う
こ
と
が
改
め
て
浮
き
彫
り
に

な
り
ま
し
た
。

2
0
2
1
年
「
ナ
ー
ス
ウ
ェ
ー
ブ
」

を
全
県
で
取
り
組
み
、
看
護
師
の
人
手

不
足
の
実
態
と
勤
務
環
境
改
善
の
必
要

性
を
全
国
で
お
お
い
に
ア
ピ
ー
ル
し
ま

し
ょ
う
。

取
り
組
み
期
間
に
つ
い
て

5
月
12
日
の
看
護
の
日
を
中
心
と
し

た
看
護
週
間
（
5
月
9
日
〜
15
日
）

署
名
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て

「
い
の
ち
署
名
」
は
5
月
20
日
の
全

労
連
中
央
行
動
で
提
出
し
ま
す
。
ナ
ー

ス
ウ
ェ
ー
ブ
で
集
ま
っ
た
「
い
の
ち
署

名
」
は
す
み
や
か
に
本
部
に
送
っ
て
い

た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

マ
ス
メ
デ
ィ
ア
・

Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
活
用
に
つ
い
て

行
動
内
容
は
、
Ｔ
ｗ
ｉ
ｔ
ｔ
ｅ
ｒ
等

の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
ハ
ッ
シ
ュ
タ
グ
を
つ
け
て

発
信
し
ま
し
ょ
う
。
日
本
医
労
連
の
共

通
の
ハ
ッ
シ
ュ
タ
グ
は
、
「
＃
看
護
の

日
」
「
＃
看
護
週
間
」
で
す
。

工
夫
し
て
取
り
組
も
う

今
年
も
コ
ロ
ナ
禍
で
む
か
え
る
ナ
ー

ス
ウ
ェ
ー
ブ
で
す
。
計
画
に
悩
ん
で
い

る
組
織
も
あ
る
か
と
は
思
い
ま
す
が
、

署
名
宣
伝
行
動
以
外
に
も
、
短
時
間
で

の
オ
ン
ラ
イ
ン
学
習
会
や
県
要
請
、
記

者
会
見
な
ど
、
様
々
な
計
画
の
報
告
が

届
い
て
い
ま
す
。

国
民
の
関
心
が
医
療
現
場
や
看
護
師

に
向
い
て
い
る
今
年
の
ナ
ー
ス
ウ
ェ
ー

ブ
こ
そ
、
現
場
の
実
態
を
ア
ピ
ー
ル
す

る
チ
ャ
ン
ス
で
す
。
必
ず
全
県
で
取
り

組
み
を
す
す
め
ま
し
ょ
う
。

「
い
の
ち
署
名
」採
択
め
ざ
す
中
央
行
動
ま
で
あ
と
１
カ
月

１
人
１０
筆
目
標
達
成
に
む
け
、さ
ら
な
る
取
り
組
み
強
化
を

署署署署署署署署署署署署署署署署署署署署署署署署署署署署署署署署署署署署署署署署署署署署署署署署署署署署署署署署署署署署署署署署署署署署署署署署署署署署署署署署署署署署署署署署署署署署署署署署署署署署署署署署署署署署署署署署署署署署署署署署署署署署署署署署署署署署署署署署署署署署署署署署署署署署署署署署署署署署署署署署名名名名名名名名名名名名名名名名名名名名名名名名名名名名名名名名名名名名名名名名名名名名名名名名名名名名名名名名名名名名名名名名名名名名名名名名名名名名名名名名名名名名名名名名名名名名名名名名名名名名名名名名名名名名名名名名名名名名名名名名名名名名名名名名名名名名名名名名名名名名名名名名名名名名名名名名名名名名名名名名数数数数数数数数数数数数数数数数数数数数数数数数数数数数数数数数数数数数数数数数数数数数数数数数数数数数数数数数数数数数数数数数数数数数数数数数数数数数数数数数数数数数数数数数数数数数数数数数数数数数数数数数数数数数数数数数数数数数数数数数数数数数数数数数数数数数数数数数数数数数数数数数数数数数数数数数数数数数数数数数22222222222222222222222222222222222222222222222222222222222222222222222222222222222222222222222222222222222222222222222222222222222222222222222222222222222222226666666666666666666666666666666666666666666666666666666666666666666666666666666666666666666666666666666666666666666666666666666666666666666666666666666666666666万万万万万万万万万万万万万万万万万万万万万万万万万万万万万万万万万万万万万万万万万万万万万万万万万万万万万万万万万万万万万万万万万万万万万万万万万万万万万万万万万万万万万万万万万万万万万万万万万万万万万万万万万万万万万万万万万万万万万万万万万万万万万万万万万万万万万万万万万万万万万万万万万万万万万万万万万万万万万万万万筆筆筆筆筆筆筆筆筆筆筆筆筆筆筆筆筆筆筆筆筆筆筆筆筆筆筆筆筆筆筆筆筆筆筆筆筆筆筆筆筆筆筆筆筆筆筆筆筆筆筆筆筆筆筆筆筆筆筆筆筆筆筆筆筆筆筆筆筆筆筆筆筆筆筆筆筆筆筆筆筆筆筆筆筆筆筆筆筆筆筆筆筆筆筆筆筆筆筆筆筆筆筆筆筆筆筆筆筆筆筆筆筆筆筆筆筆筆筆筆筆筆筆筆筆筆筆筆筆筆筆筆筆筆筆筆筆筆筆筆筆筆筆筆筆筆筆筆筆筆筆筆筆筆筆筆筆筆筆筆超超超超超超超超超超超超超超超超超超超超超超超超超超超超超超超超超超超超超超超超超超超超超超超超超超超超超超超超超超超超超超超超超超超超超超超超超超超超超超超超超超超超超超超超超超超超超超超超超超超超超超超超超超超超超超超超超超超超超超超超超超超超超超超超超超超超超超超超超超超超超超超超超超超超超超超超超超超超超超超超ええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええ
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２０２１年「ナースウェーブ」全県で取り組もう２０２１年「ナースウェーブ」全県で取り組もう

ポストイン行動出発前の
岩手医労連のみなさん

安
心
・
安
全
の
医
療
・
介
護
の
実
現
と
国
民
の
い
の
ち
と
健
康
を
守
る
た
め
の
国
会
請
願
署
名
【
紹
介
・
賛
同
議
員
一
覧
】
4
月
19
日
時
点

安
心
・
安
全
の
医
療
・
介
護
の
実
現
と
国
民
の
い
の
ち
と
健
康
を
守
る
た
め
の
国
会
請
願
署
名
【
紹
介
・
賛
同
議
員
一
覧
】
4
月
19
日
時
点
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「新型コロナへの不安」 80.7％80.7％
入職１年目アンケート入職１年目アンケート労安対策委員会労安対策委員会

日本医労連日本医労連

ディーセントワークの実現へディーセントワークの実現へ
（働きがいのある人間らしい仕事）

国際連帯行動国際連帯行動国際連帯行動国際連帯行動

日本医労連労安対策委員会では、新型コロナの治療や感染対策を最優先にせざ
るを得ない中で、職場や業務に慣れるだけでも大変な1年目職員との対話を行い、
1年目職員（2020年4月入職）が置かれた状況を把握するために「入職1年目
みんなの聴き取りアンケート」を呼びかけました。

〇
調
査
期
間

2
0
2
1
年
2
月

1
日
か
ら
3
月
26
日

〇
方
法

ア
ン
ケ
ー
ト
用
紙
を
活

用
し
た
聴
き
取
り
と
Ｗ
ｅ
ｂ
で
の

調
査

〇
回
答
数

5
9
6
件

〇
職
種

医
師
2
人
・
看
護
職
3

4
0
人
・
薬
剤
師
12
人
・
リ
ハ
職

59
人
・
放
射
線
技
師
20
人
・
検
査

技
師
36
人
・
臨
床
工
学
技
士
18
人

・
介
護
職
20
人
・
管
理
栄
養
士
11

人
・
事
務
32
人
・
他
46
人

悩
み
・
不
満
「
あ
る
」
6
割
超
え

悩
み
・
不
満
が
「
あ
る
」
と
し

た
回
答
は
62
・
9
％
で
し
た
。
自

由
記
入
欄
に
は
「
向
い
て
な
い
と

思
う
」
「
仕
事
に
自
信
が
持
て
な

い
」「
業
務
が
う
ま
く
で
き
な
い
」

「
仕
事
に
な
か
な
か
慣
れ
な
い
」

「
職
場
の
人
と
の
人
間
関
係
に
不

安
が
あ
る
」
「
職
場
に
う
ま
く
打

ち
解
け
ら
れ
て
い
る
か
不
安
」「
人

手
不
足
で
患
者
の
安
全
確
保
が
で

き
て
い
な
い
」
「
サ
ー
ビ
ス
残
業

が
め
ち
ゃ
く
ち
ゃ
多
い
」
な
ど
の

声
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
仕
事
・

職
場
の
悩
み
で
は
「
業
務
で
の
緊

張
が
強
い
」
が
最
も
多
く
、
50
・

7
％
で
し
た
。

ワ
ク
チ
ン
接
種
も
後
遺
症
も
不

安
、
偏
見
・
差
別
も
心
配

新
型
コ
ロ
ナ
へ
の
不
安
は
80
・

7
％
が
「
あ
る
」
と
回
答
し
、
多

く
が
「
感
染
す
る
こ
と
」
「
感
染

さ
せ
る
こ
と
」
に
不
安
を
感
じ
て

い
ま
す
。
「
ワ
ク
チ
ン
接
種
」
で

は
30
・
7
％
、
「
後
遺
症
」
で
は

26
・
6
％
、
「
偏
見
・
差
別
」
で

は
24
・
3
％
が
不
安
に
感
じ
て
い

ま
し
た
。
そ
の
他
の
自
由
記
載
欄

に
は
「
交
流
活
動
の
停
滞
」
「
行

動
制
限
が
多
い
」
「
医
療
者
が
頑

張
ら
な
い
と
い
け
な
い
世
論
の
雰

囲
気
」
な
ど
、
医
療
・
介
護
従
事

者
の
置
か
れ
た
苦
し
い
状
況
を
訴

え
る
声
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
な
ど

フ
ォ
ロ
ー
が
急
務

心
身
の
不
調
に
つ
い
て
は
、
57

・
9
％
が
「
あ
る
」
と
訴
え
て
い

ま
す
。全
体
の
4
人
に
1
人
が「
ひ

ど
く
疲
れ
る
」
「
首
筋
や
肩
が
こ

る
」
「
気
分
が
落
ち
込
む
」
な
ど

訴
え
、「
常
に
気
が
張
っ
て
い
る
」

と
緊
張
感
を
訴
え
た
回
答
も
多
く

寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
全
体

の
7
人
に
1
人
が
「
眠
れ
な
い
」

と
不
調
を
訴
え
ま
し
た
。
ス
ト
レ

ス
チ
ェ
ッ
ク
な
ど
職
場
の
労
働
安

全
衛
生
活
動
に
よ
る
フ
ォ
ロ
ー
が

不
可
欠
な
結
果
と
な
っ
て
い
ま

す
。

2
人
に
1
人
「
仕
事
辞
め
た
い
」

仕
事
を
辞
め
た
い
と
思
っ
た
こ

と
が
「
あ
る
」
は
50
・
2
％
で
し

た
。
「
あ
る
」
と
回
答
し
た
う
ち

4
人
に
1
人
が
「
つ
ね
に
」
辞
め

た
い
と
考
え
て
い
ま
し
た
。
辞
め

た
い
と
思
う
原
因
は
、
「
仕
事
に

自
信
が
持
て
な
い
」
73
・
2
％
で

し
た
。
「
孤
立
感
が
あ
る
」
と
訴

え
た
の
は
17
・
1
％
で
し
た
。
全

体
の
12
人
に
1
人
が
孤
立
感
を
訴

え
て
い
ま
し
た
。

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果
は
、
回

答
い
た
だ
い
た
2
年
目
に
な
る
職

員
や
今
年
の
新
入
職
員
の
フ
ォ
ロ

ー
や
、
あ
ら
た
め
て
職
場
の
労
働

環
境
を
整
備
す
る
資
料
と
し
て
ご

活
用
く
だ
さ
い
。

日
本
医
労
連
は
、
4
月
16
日
、

「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡

大
に
伴
う
緊
急
要
請
（
第
7
次
）
」

を
厚
労
省
に
行
い
ま
し
た
。
こ
の

要
請
は
「
第
4
次
『
新
型
コ
ロ
ナ

感
染
症
』
に
関
す
る
実
態
調
査
」

結
果
を
も
と
に
し
た
も
の
で
、
日

本
医
労
連
か
ら
は
、
森
田
し
の
ぶ

中
央
執
行
委
員
長
は
じ
め
6
人
が

参
加
し
ま
し
た
。

要
請
で
は
、
定
期
的
な
Ｐ
Ｃ
Ｒ

検
査
の
拡
充
や
、
全
て
の
医
療
機

関
・
介
護
事
業
所
へ
の
十
分
な
財

政
補
償
を
行
う
こ
と
、
今
後
の
新

興
・
再
興
感
染
症
に
備
え
、
医
療

計
画
、
地
域
医
療
構
想
、
医
師
・

看
護
師
の
需
給
推
計
と
確
保
計
画

な
ど
を
抜
本
的
に
見
直
す
こ
と
、

国
の
責
任
で
安
心
し
て
ワ
ク
チ
ン

接
種
を
で
き
る
に
す
る
こ
と
等
を

強
く
求
め
ま
し
た
。

ワ
ク
チ
ン
の
接
種
状
況
に
つ
い

て
厚
労
省
は
、
医
療
従
事
者
の
う

ち
2
回
接
種
終
了
者
は
1
割
程
度

と
回
答
。
日
本
医
労
連
か
ら
は
、

ワ
ク
チ
ン
接
種
に
対
す
る
不
安
の

声
が
現
場
か
ら
届
い
て
い
る
こ
と

を
伝
え
、
正
し
い
情
報
を
共
有
す

る
た
め
に
も
先
行
接
種
の
モ
ニ
タ

リ
ン
グ
結
果
を
早
く
現
場
に
戻
し

て
ほ
し
い
と
要
請
し
ま
し
た
。
ま

た
、
副
反
応
発
生
時
は
労
災
認
定

と
し
、
休
業
補
償
等
を
行
う
こ
と

を
要
請
。
厚
労
省
は
、
田
村
厚
労

大
臣
が
副
反
応
に
よ
る
休
み
に
つ

い
て
は
「
労
災
適
用
」
と
答
弁
し

た
こ
と
に
触
れ
、休
ん
だ
日
数
分
、

労
災
適
用
と
な
る
と
回
答
し
ま
し

た
。

日
本
医
労
連
は
4
月
15
日
、

東
京
・
有
楽
町
イ
ト
シ
ア
前
で

定
例
の
デ
ィ
ー
セ
ン
ト
ワ
ー
ク

宣
伝
に
参
加
し
ま
し
た
。

内
閣
府
が
発
表
し
た
去
年
1

年
間
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
伸
び
率
は
、

前
の
年
と
比
べ
て
マ
イ
ナ
ス
4

・
8
％
と
、
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ

ク
翌
年
の
2
0
0
9
年
以
来
、

11
年
ぶ
り
の
マ
イ
ナ
ス
と
な
り

ま
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
の
感
染

拡
大
と
十
分
な
補
償
が
な
い
ま

ま
の
自
粛
の
中
で
、
飲
食
関
係

や
旅
行
業
を
は
じ
め
多
く
の
業

種
で
閉
店
・
廃
業
が
相
次
い
で

い
ま
す
。
そ
の
影
響
は
非
正
規

労
働
者
を
中
心
に
現
れ
、
86
万

人
（
2
0
2
0
年
12
月
）
も
減

少
し
て
い
ま
す
。
4
月
の
デ
ィ

ー
セ
ン
ト
ワ
ー
ク
宣
伝
行
動
で

は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
ア
ク
シ
ョ
ン

（
国
際
連
帯
行
動
）
と
合
わ
せ

て
、
①
春
闘
要
求
の
実
現
、
②

生
活
保
障
に
税
金
を
ま
わ
せ
、

③
最
低
賃
金
の
引
き
上
げ
と
全

国
一
律
制
度
の
実
現
を
訴
え
ま

し
た
。

日
本
医
労
連
か
ら
は
、
森
田

進
書
記
長
が
発
言
。
チ
ー
ム
ワ

ー
ク
が
求
め
ら
れ
る
社
会
福
祉

施
設
で
派
遣
が
認
め
ら
れ
て
い

る
こ
と
自
体
が
そ
も
そ
も
お
か

し
い
の
に
、
さ
ら
に
「
日
雇
い

派
遣
」
を
認
め
る
の
は
安
全
面

か
ら
み
て
も
見
過
ご
す
こ
と
は

で
き
な
い
と
訴
え
ま
し
た
。

75
歳
以
上
の
医
療
費
窓
口
負
担
2
倍

化
法
案
が
衆
議
院
で
審
議
入
り
す
る

中
、
2
倍
化
法
案
に
反
対
す
る
行
動
が

4
月
8
日
、
衆
議
院
第
2
議
員
会
館
前

で
行
わ
れ
、
日
本
医
労
連
も
参
加
し
ま

し
た
。
参
加
者
は
、
「
医
療
費
窓
口
負

担
2
倍
化
止
め
る
」
「
医
療
費
負
担
2

割
は
生
活
で
き
な
い
」
な
ど
の
プ
ラ
カ

ー
ド
を
掲
げ
て
ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。

日
本
医
労
連
・
鎌
倉
幸
孝
副
委
員
長

は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
医
療
現
場
の
実
態
を

訴
え
「
2
割
負
担
を
押
し
付
け
る
こ
と

は
、
受
診
抑
制
・
中
断
を
広
げ
、
重
症

化
を
招
く
ば
か
り
か
、
コ
ロ
ナ
危
機
の

も
と
で
将
来
へ
の
不
安
を
増
長
さ
せ
る

こ
と
に
な
る
」
「
医
療
・
介
護
、
社
会

保
障
の
抑
制
政
策
を
大
転
換
さ
せ
よ

う
」
と
訴
え
ま
し
た
。

医
療
費
２
倍
化

止
め
よ
う
国
会
行
動

国
会
行
動

新型コロナ

財
政
支
援
と
人
員
増

定
期
的
な
検
査
体
制
を

財
政
支
援
と
人
員
増

定
期
的
な
検
査
体
制
を

緊
急
要
請（
第
７
次
）

緊
急
要
請（
第
７
次
）

厚労省に要請する日本医労連の役員
（左列）＝16日
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第
48
回
医
療
研
究
全
国
集
会
＠

Ｗ
Ｅ
Ｂ
の
参
加
申
込
み
・
レ
ポ
ー

ト
募
集
開
始
し
ま
し
た
。

〈
全
体
集
会
〉

6
月
12
日

13
時
〜
17
時

〈
分
科
会
〉

6
月
13
日

10
時
〜
16
時

申
込
み
は
Ｗ
Ｅ
Ｂ
受
付
の
み

〈
締
切
り
〉
6
月
7
日
ま
で

全
体
集
会
・
分
科
会
へ
の
参
加

は
、
下
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
よ
り
、
そ

れ
ぞ
れ
参
加
登
録
し
て
下
さ
い
。

参
加
Ｕ
Ｒ
Ｌ
は
6
月
9
日
に
申
込

者
宛
に
メ
ー
ル
致
し
ま
す
。

分
科
会

①
地
域
医
療
と
住
民
福
祉
の
実
態

を
知
り
、
医
療
・
社
会
保
障
の
あ

り
方
を
考
え
る
。

②
看
護
ケ
ア
の
連
続
性
と
質

③
日
本
の
精
神
保
健
医
療
福
祉
の

改
善
を
目
指
し
て

④
患
者
の
た
め
の
臨
床
検
査

⑤
病
院
・
介
護
・
福
祉
施
設
に
お
け

る
給
食
の
現
状
と
現
場
環
境
改
善

⑥
職
場
の
安
全
衛
生
と
環
境
改
善

⑦
施
設
介
護
・
在
宅
介
護

⑧
わ
た
し
た
ち
が
大
切
に
し
た
い

保
育

※
Ｗ
Ｅ
Ｂ
開
催
の
た
め
、
8
つ
の

分
科
会
の
み
開
催
と
な
り
ま
す
。

レ
ポ
ー
ト
提
出

〈
締
切
り
〉
5
月
31
日
ま
で

問
題
提
起
・
要
項
に
沿
っ
て
送

付
し
て
下
さ
い
。
な
お
、
レ
ポ
ー

ト
提
出
は
、
分
科
会
へ
の
参
加
登

録
後
に
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
当
日

受
付
は
行
い
ま
せ
ん
。

※
②
、
⑦
の
レ
ポ
ー
ト
募
集
は
行

い
ま
せ
ん
。

●
春
の
楽
し
み
の
ひ
と
つ
は
「
ば

っ
き
ゃ
味
噌
」
。
た
く
さ
ん
作
っ

て
会
え
な
い
家
族
に
久
し
ぶ
り
の

お
裾
分
け
を
し
ま
し
た
。

（
秋
田
・
近
藤
文
）

●
職
場
の
先
生
が
出
産
後
7
カ
月

で
職
場
復
帰
。
院
内
保
育
所
か
ら

授
乳
の
時
間
で
す
と
電
話
連
絡
あ

り
。
哺
乳
瓶
が
駄
目
ら
し
く
大
変

だ
け
ど
仕
事
と
子
育
て
両
立
、
頑

張
っ
て
く
だ
さ
い
。
皆
協
力
し
ま

す
。

（
秋
田
・
高
橋
敦
子
）

●
厚
労
省
で
パ
ワ
ハ
ラ
対
策
担
当

の
相
談
員
が
、
部
下
に
パ
ワ
ハ
ラ

を
し
て
い
た
そ
う
。
こ
れ
だ
け
で

も
問
題
だ
が
、
減
給
1
カ
月
の
処

分
と
い
う
の
も
い
か
が
な
も
の

か
。
こ
れ
で
は
、
パ
ワ
ハ
ラ
が
な

く
な
る
わ
け
が
な
い
。

（
福
島
・
窪
田
裕
）

●
新
採
用
者
へ
の
組
合
加
入
呼
び

か
け
、
例
年
に
も
増
し
て
、
大
変

そ
う
で
す
。
大
津
日
赤
で
は
、
職

場
毎
の
加
入
説
明
を
組
合
事
務
所

で
行
っ
て
い
ま
す
。
な
か
な
か
加

入
と
な
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
粘
り

強
く
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

（
滋
賀
・
若
山
義
弘
）

●
大
阪
府
で
は
コ
ロ
ナ
感
染
が
急

増
。吉
村
知
事
の
右
往
左
往
ぶ
り
、

何
事
も
行
き
当
た
り
ば
っ
た
り

で
、
何
が
重
要
な
の
か
わ
か
っ
て

な
い
よ
う
で
す
。
科
学
的
な
一
貫

性
を
持
っ
た
対
策
を
求
め
ま
す
。

（
大
阪
・
土
井
エ
リ
子
）

コロナ禍の下、第92回メーデーが、各地で開催
されます。開催方法については、WEBやスタンデ
ィングなど、さまざまな企画がされています。
メーデーは、全世界の労働者が同じ日に決起す
る、労働者による労働者のための日です。コロナ
禍だからこその訴えやアピールなど、工夫をこら
した取り組みをお寄せください。
〈応募先〉日本医労連 教育宣伝局
〈締切り〉5月14日（金）
mail：n-ask@irouren.or.jp
FAX：03-3875-6270
青年は、ＳＮＳを活用し、『若者の要求アピー
ル大作戦 in メーデー』に取り組みます。（発190号）
〈応募先〉mail：seinen@irouren.or.jp

【パズル解答】
1752号の答えは「チューリップ」でした。正解者
の中から抽選でＱＵＯカードを贈呈します。

【応募方法】
①組合（病院）名、②職種、③氏名、④郵便番号、
⑤住所を記入し、解答を5／13（木）までにご
応募ください。「読者のページ」もご寄稿下さい。

【応募先】
〒110-0013 台東区入谷1-9-5
「日本医労連教育宣伝局」FAX03-3875-6270
mail : n-ask@irouren.or.jp

こ
の
機
関
紙
の
3
面
で

は
「
入
職
1
年
目
ア
ン
ケ

ー
ト
」
が
紹
介
さ
れ
て
い

ま
す
が
、1
年
目
職
員
は
、

コ
ロ
ナ
禍
で
職
員
間
の
交

流
が
減
り
、
研
修
な
ど
も

制
限
さ
れ
る
中
で
働
き
、

悩
み
や
不
安
を
抱
え
て
き

ま
し
た
。
今
年
の
新
入
職

員
も
、
同
様
の
職
場
環
境

に
置
か
れ
ま
す
。
労
働
組

合
か
ら
の
声
か
け
、
働
き

か
け
が
今
ほ
ど
大
切
な
時

は
あ
り
ま
せ
ん
。

新
入
職
員
を
迎
え
入
れ

る
た
め
、
新
歓
第
2
弾
・

第
3
弾
の
取
り
組
み
を
進

め
ま
し
ょ
う
。

こ
の
間
、
新
歓
で
力
を

発
揮
し
て
い
る
の
が
「
医

労
連
共
済

み
ん
な
の
助

け
あ
い
ア
ン
ケ
ー
ト
」
で

す
。
簡
単
な
質
問
に
答
え

て
も
ら
え
れ
ば
1
千
円
分

の
Ｑ
Ｕ
Ｏ
カ
ー
ド
を
届
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
4

月
19
日
現
在
、
65
単
組
支

部
か
ら
1
5
0
4
人
分
の

ア
ン
ケ
ー
ト
が
届
い
て
い

ま
す
。そ
の
う
ち「
資
料
が

ほ
し
い
」「
説
明
を
し
て
ほ

し
い
」が
47
％
を
占
め
て

い
ま
す
。
ア
ン
ケ
ー
ト
で

声
か
け
、
Ｑ
Ｕ
Ｏ
カ
ー
ド

を
届
け
て
対
話
、
資
料
を

届
け
て
共
済
説
明
会
が
で

き
ま
す
。

ま
だ
ま
だ
取
り
組
み
の

余
地
が
あ
り
ま
す
。
新
歓

第
2
弾
・
第
3
弾
の
取
り

組
み
で
「
み
ん
な
の
助
け

あ
い
ア
ン
ケ
ー
ト
」
を
し

っ
か
り
活
用
し
ま
し
ょ

う
。

責
任
感
や
使
命
感
が

離
職
に
歯
止
め

新
型
コ
ロ
ナ
の
収
束
が
見

通
せ
な
い
ま
ま
一
年
が
経
過

す
る
中
で
、
日
本
医
労
連
で

は
、
第
4
次
と
な
る
「
新
型

コ
ロ
ナ
感
染
症
」
に
関
す
る

実
態
調
査
を
実
施
し
ま
し

た
。第

3
波
が
押
し
寄
せ
、
病

床
が
ひ
っ
迫
す
る
中
、
県
か

ら
病
床
拡
大
要
請
を
受
け
た

医
療
機
関
で
は
、
「
一
病
棟

を
コ
ロ
ナ
専
用
病
棟
に
し
た

が
人
員
が
不
足
し
、
結
局
一

病
棟
を
閉
鎖
し
た
」
、
「
受

け
入
れ
数
が
増
え
て
、
妊
娠

が
判
明
し
て
も
業
務
を
免
除

で
き
な
か
っ
た
」
「
体
調
不

良
で
も
勤
務
せ
ざ
る
を
得
な

か
っ
た
」
な
ど
、
現
場
は
危

機
的
状
況
だ
っ
た
こ
と
が
伺

え
ま
す
。

ま
た
、
職
場
で
の
感
染
の

不
安
や
行
動
制
限
に
よ
っ

て
、
ス
ト
レ
ス
解
消
の
場
も

な
く
、
メ
ン
タ
ル
不
調
に
陥

り
や
す
い
状
態
で
あ
る
ば
か

り
か
、
一
向
に
な
く
な
ら
な

い
差
別
と
偏
見
に
よ
っ
て
、

現
場
の
疲
弊
感
は
極
限
ま
で

高
ま
っ
て
い
る
と
感
じ
ま
し

た
。
こ
の
状
況
下
な
ら
、
当

然
離
職
者
数
は
増
え
て
い
る

の
で
は
な
い
か
と
思
い
き

や
、
コ
ロ
ナ
前
と
比
較
し
て

離
職
者
数
が
増
え
た
と
回
答

し
た
施
設
は
、
11
％
に
留
ま

り
ま
し
た
。
精
神
的
に
も
肉

体
的
に
も
厳
し
い
1
年
を
過

ご
し
て
き
た
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
極
端
に
離
職
者
が
増
え

た
と
は
言
え
な
い
そ
の
背
景

に
は
、
「
患
者
を
見
捨
て
て

職
場
を
去
れ
な
い
」
「
頑
張

っ
て
い
る
仲
間
を
裏
切
れ
な

い
」
と
い
う
、
責
任
感
や
使

命
感
が
あ
る
と
推
測
で
き
ま

す
。
そ
し
て
、
そ
う
し
た
医

療
従
事
者
に
よ
っ
て
辛
う
じ

て
保
て
て
い
る
の
が
こ
の
国

の
医
療
体
制
な
の
だ
と
言
え

ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
の

医
療
法
等
改
正
法
案

医
療
従
事
者
が
心
身
を
削

り
な
が
ら
命
を
守
る
た
め
に

奮
闘
し
て
い
る
最
中
の
3
月

18
日
、
国
会
で
は
医
療
法
等

改
正
法
案
が
審
議
入
り
と
な

り
ま
し
た
。
17
本
の
法
案
を

一
括
に
束
ね
た
法
案
で
、
医

療
破
壊
の
目
く
ら
ま
し
法
案

と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
中

身
は
、
「
良
質
か
つ
適
切
な

医
療
」
か
ら
は
程
遠
く
、
医

学
部
定
員
数
の
削
減
を
は
じ

め
、
医
師
の
負
担
軽
減
を
口

実
と
し
た
多
職
種
へ
の
タ
ス

ク
シ
フ
ト
と
病
院
・
病
床
を

削
減
し
、
医
療
提
供
体
制
の

縮
小
・
再
編
を
図
る
も
の
で
、

到
底
認
め
ら
れ
る
も
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。

１
０
１
回
目
の

プ
ロ
ロ
ー
グ

病
床
が
ひ
っ
迫
し
、
医
療

を
受
け
る
こ
と
な
く
、
自
宅

療
養
中
に
亡
く
な
る
方
が
相

次
ぎ
ま
し
た
。
こ
の
国
で
、

い
の
ち
の
危
険
が
迫
っ
て
い

て
も
医
療
が
介
入
す
る
こ
と

す
ら
で
き
な
い
、
そ
れ
ほ
ど

脆
弱
な
医
療
提
供
体
制
に
な

っ
て
い
た
こ
と
を
、
国
民
の

多
く
は
よ
う
や
く
気
付
い
た

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

こ
れ
こ
そ
が
、
度
重
な
る
医

療
費
抑
制
政
策
の
中
で
、
慢

性
的
な
人
員
不
足
の
放
置

と
、
効
率
最
優
先
の
医
療
・

介
護
政
策
が
推
し
進
め
ら
れ

た
結
果
で
す
。

そ
れ
な
の
に
、
な
ぜ
い
ま

国
会
で
は
病
床
削
減
に
拍
車

を
か
け
、
医
療
提
供
体
制
を

弱
体
化
さ
せ
る
法
案
を
審
議

し
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

病
床
削
減
の
財
源
は
全
額

消
費
税
増
税
分
で
す
。
国
民

は
、
「
コ
ロ
ナ
で
客
も
減
り

事
業
も
な
り
た
た
な
い
」「
も

う
こ
れ
以
上
家
計
を
切
り
詰

め
ら
れ
な
い
」
と
い
う
状
況

の
中
で
消
費
税
の
負
担
を
強

い
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
さ
か

自
ら
を
医
療
か
ら
遠
ざ
け
る

こ
と
の
た
め
に
消
費
税
が
使

わ
れ
る
と
は
、
誰
が
想
像
で

き
る
で
し
ょ
う
か
。

ま
も
な
く
日
本
初
の
メ
ー

デ
ー
か
ら
1
0
1
回
目
と
な

る
第
92
回
メ
ー
デ
ー
が
開
催

さ
れ
ま
す
。
医
療
や
社
会
保

障
の
充
実
と
、
人
間
ら
し
く

働
く
ル
ー
ル
づ
く
り
、
す
べ

て
の
人
々
が
人
間
ら
し
く
生

き
る
こ
と
の
で
き
る
社
会
の

実
現
、
そ
し
て
、
い
の
ち
を

置
き
去
り
に
す
る
政
治
に
さ

よ
う
な
ら
を
す
る
た
め
に
、

こ
こ
か
ら
一
歩
、
ま
た
大
き

く
踏
み
出
し
ま
し
ょ
う
。
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コロナ禍の教訓こそ次の社会をつくるプロローグ

レポート提出

2019年中央メーデーの様子

新歓には「共済アンケート」
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